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１．調査概要 

（１）調査目的 

本市まちづくりの指針である総合計画に基づく施策の検証と、今後のまちづくりに市⺠の皆
さまの意見を反映するために実施した。 

（２）調査項目 

・回答者の属性 
・結婚・出産・子育てに関すること 
・起業に関すること 
・住みやすさ・愛着に関すること 
・脱炭素・SDGs に関すること 
・施策に対する満足度・重要度 

（３）調査対象 

① 18 歳以上の松江市在住者から無作為に抽出した 2,890 人 
② 市内高等学校に通う高校 3 年生のうち 18 歳以上の生徒 110 人 

（４）調査方法 

配布：① 郵送 ② 各学校を通じて配布 
回収：郵送またはインターネット回答 

（５）調査期間 

令和 6 年 7 月 19 日 〜 令和 6 年 8 月 8 日 

（６）回収結果 

配布数：3,000 
回収数：1,283（回収率：42.8％） うち、428 はインターネット回答 
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２．調査結果 

問１  あなたの性別として、当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○

印を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２  あなたの年齢として、当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○

印を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

男性 44.1%

⼥性 55.5%

その他 0.5%

(n=1,271)

18〜19歳 3.7% 20〜29歳
11.2%

30〜39歳
10.1%

40〜49歳
15.0%

50〜59歳
16.5%60〜69歳

14.4%

70歳以上
29.1%

(n=1,262)
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問３  あなたと一緒にお住まいのご家族の形態は次のどれにあたりますか。当てはまるものを

選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ひとり暮らし
13.0%

夫婦だけ
24.6%

自分と子の2世代
29.6%

自分と親の2世代
15.6%

自分と親と子（3世代）
6.2%

自分と子と孫（3世代） 3.3% その他 7.7%

(n=1,265)
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問４  あなたの松江市での居住経験について、当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選

び、その番号に○印を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生まれてからずっと
松江市に居住して

いる 34.9%

市内出身で、松江市外へ
転出してきた後、戻ってきた

（Ｕターン） 24.9%

松江市外の出身
で、転入してきた
（Ｉターン）

32.0%

その他 8.2%

(n=1,266)

67.4%

44.3%

26.8%

32.4%

30.0%

26.8%

36.6%

6.5%

25.0%

34.6%

25.0%

34.8%

26.8%

17.8%

21.7%

22.9%

36.2%

37.8%

31.4%

37.4%

30.9%

4.3%

7.9%

2.4%

4.8%

3.9%

8.9%

14.8%

18〜19歳 (46)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (188)

50〜59歳 (207)

60〜69歳 (179)

70歳以上 (366)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生まれてからずっと松江市に居住している

市内出身で、松江市外へ転出してきた後、戻ってきた（Ｕターン）

松江市外の出身で、転入してきた（Ｉターン）

その他

(n=) 

＜年代別＞ 
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問５  あなたの「お住まいの地域」として、当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、

その番号に○印を付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

111, 9.0%
106, 8.6%

88, 7.1%
85, 6.9%

80, 6.5%
73, 5.9%

62, 5.0%
56, 4.5%

51, 4.1%
48, 3.9%

41, 3.3%
39, 3.2%

37, 3.0%
35, 2.8%

31, 2.5%
31, 2.5%

29, 2.3%
29, 2.3%

25, 2.0%
23, 1.9%
23, 1.9%

21, 1.7%
19, 1.5%
19, 1.5%

17, 1.4%
16, 1.3%
15, 1.2%

13, 1.1%
13, 1.1%

乃木
東出雲

川津
津田
法吉

古志原
宍道
城北
大庭
城東
玉湯
城⻄
竹矢
八雲
持田
島根
古江
⿅島
生馬
雑賀

美保関
八束
朝酌
本庄
忌部
白潟
朝日
大野
秋⿅

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

(n=1,236)
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問６  あなたの婚姻状況について、当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番

号に○印を付けてください。 

「既婚（配偶者あり）」が 61.6％と最も多く、未婚は 23.7％であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

未婚 23.7%

既婚（配偶者あり）
61.6%

既婚（離死別）
14.7%

(n=1,264)

100.0%

78.6%

32.0%

22.2%

18.0%

7.2%

1.9%

21.4%

64.1%

69.8%

70.7%

78.5%

66.0%

3.9%

7.9%

11.2%

14.4%

32.1%

18〜19歳 (45)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (128)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (205)

60〜69歳 (181)

70歳以上 (365)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

未婚 既婚（配偶者あり） 既婚（離死別）

(n=) 

＜年代別＞
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問７  あなたの現在の子どもの人数について、当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選

び、その番号に○印を付けてください。 

「2 人」が 36.6％と最も多く、次いで「0 人」が 30.5％であった。また、子どもの人数の全体平
均は 1.45 人であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1人
15.2%

2人 36.6%

3人
14.6%

4人 2.7%

5人以上 0.5%

0人 30.5%

(n=1,238)

10.5%

22.6%

18.2%

17.3%

11.2%

15.6%

2.3%
3.0%

31.5%

30.5%

37.6%

43.0%

54.7%

2.3%

6.5%

15.5%

18.8%

22.3%

18.2%

1.6%

4.3%

3.0%

5.6%

1.7%

0.5%

0.5%

1.7%

0.3%

95.5%

86.5%

37.9%

31.0%

22.8%

16.2%

9.5%

18〜19歳 (44)

20〜29歳 (133)

30〜39歳 (124)

40〜49歳 (187)

50〜59歳 (202)

60〜69歳 (179)

70歳以上 (358)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人 5人以上 0人

(n=) 

＜年代別＞

平均︓0.11 人

平均︓0.17 人

平均︓1.11 人

平均︓1.45 人

平均︓1.63 人

平均︓1.95 人

平均︓1.88 人
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問８  あなたは、松江のまちに愛着を感じていますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択

肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 

81.6％が「とても愛着を感じている」または「愛着を感じている」と回答している。 
年代別に見ると、年代が上がるにつれて愛着の度合いが高くなる傾向が見られる。 
居住経験別に見ると、I ターンの人は愛着を感じている割合が低い。 
学生・高校生・中学生と比較して、市⺠が最も愛着の度合いが高い。 
性別、過去に実施した調査との比較では、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

とても愛着を
感じている
21.1%

愛着を感じている
60.5%

どちらかと言えば愛着
を感じていない

7.9%

愛着を感じていない 3.3% 分からない 7.3%

(n=1,267)

(n=)

＜性別＞

＜年代別＞

18.9%

22.9%

18.2%

20.7%

15.0%

20.6%

20.7%

19.9%

24.2%

61.5%

60.0%

45.5%

56.4%

62.2%

59.3%

61.1%

64.1%

62.4%

8.1%

7.7%

11.4%

7.1%

5.5%

8.5%

7.7%

8.3%

8.0%

4.0%

2.6%

4.5%

6.4%

7.9%

2.6%

4.8%

1.1%

0.8%

7.6%

6.9%

20.5%

9.3%

9.4%

9.0%

5.8%

6.6%

4.7%

男性 (556)

⼥性 (700)

18〜19歳 (44)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (208)

60〜69歳 (181)

70歳以上 (364)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても愛着を感じている 愛着を感じている

どちらかと言えば愛着を感じていない 愛着を感じていない

分からない
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25.3%

25.1%

11.7%

28.8%

21.1%

14.5%

20.4%

20.8%

19.6%

21.1%

21.1%

59.8%

58.4%

64.8%

52.9%

60.5%

50.0%

56.0%

51.4%

60.4%

59.9%

60.5%

4.8%

8.9%

10.4%

7.7%

7.9%

10.2%

7.8%

9.7%

9.2%

9.2%

7.9%

2.5%

2.9%

4.5%

2.9%

3.3%
7.2%

4.2%

4.1%

4.0%

3.4%

3.3%

7.5%

4.8%

8.7%

7.7%

7.3%

18.1%

11.7%

14.0%

6.8%

6.4%

7.3%

生まれてからずっと (438)

Uターン (315)

Iターン (403)

その他 (104)

市⺠ (1,267)

学生 (304)

高校生 (838)

中学生 (1,308)

R4 (1,167)

R5 (1,097)

R6 (1,267)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

とても愛着を感じている 愛着を感じている

どちらかと言えば愛着を感じていない 愛着を感じていない

分からない

(n=)

＜居住経験別＞

＜学生・高校生・中学生との⽐較＞

＜過去調査との⽐較＞
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問９  あなたは、松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」を知っていますか。当てはまるも

のを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 

R6 新規設問 

松江市総合計画「MATSUE DREAMS 2030」について、知っている、または聞いたことがある人
は 24.8％であった。 

年代別に見ると、年代が上がるにつれて認知度が高い傾向が見られる。 
まちへの愛着別に見ると、愛着を感じている度合いが高いほど認知度が高い傾向が見られる。 
性別では、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

内容まで知っている 1.4% ある程度知っている 6.5%

聞いたことがある
16.9%

知らない 76.2%

(n=1,269)

2.0%

0.9%

2.1%

1.6%

1.6%

1.9%

1.1%

3.7%

0.8%

1.0%

9.0%

4.4%

2.9%

4.7%
3.7%

7.7%

6.0%

10.4%

10.1%

6.3%

3.0%

4.8%

13.6%

19.3%

11.4%

7.9%

8.6%

13.2%

16.3%

14.3%

27.2%

20.2%

18.3%

10.0%

9.5%

75.4%

75.4%

88.6%

87.1%

85.2%

81.5%

74.0%

78.6%

62.4%

65.9%

74.6%

86.0%

85.7%

男性 (558)

⼥性 (700)

18〜19歳 (44)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (128)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (208)

60〜69歳 (182)

70歳以上 (364)

とても愛着を感じている (267)

愛着を感じている (764)

どちらかと言えば愛着を感じていない (100)

愛着を感じていない (42)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容まで知っている ある程度知っている 聞いたことがある 知らない

(n=)

＜性別＞

＜年代別＞

＜まちへの愛着別＞
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問１０ 就職・転職・起業について、あなたの状況に最も近いものを選択肢の中からひとつだけ

選び、その番号に○印を付けてください。 

「今の仕事を⻑く続けたい」が 41.7％と最も多く、次いで「就職していない、する予定もない」
が 22.1％であった。 

性別に見ると、男性は⼥性に比べて「今の仕事を⻑く続けたい」の回答が多い。 
年代別に見ると、就業している人が多いと考えられる 20 歳代〜50 歳代について、年代が下がる

ほど「転職したい、転職予定である」の回答が多くなる傾向が見られる。また、「就職しているが、
起業したい、起業予定である」の回答は 30 歳代〜50 歳代に多く見られる。 

居住経験別に見ると、U ターンの人は「今の仕事を⻑く続けたい」の回答が多い。 
過去調査と比較して、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

41.7%

7.0%6.8%

1.6%3.1%
0.3%

5.5%

22.1%

12.0%
今の仕事を⻑く続けたい

転職したい、転職予定である

就職しているが、辞めたい、辞める予定である

就職しているが、起業したい、起業予定である

起業して仕事をしている

就職していないが、起業したい、起業予定である

就職していないが、仕事を探している、仕事に就く予定である

就職していない、する予定もない

その他

(n=1,212)
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46.7%

37.9%

2.7%
50.4%

45.3%

62.8%

68.3%

39.5%

14.5%

39.1%

47.2%

43.3%

29.0%

43.7%

39.6%

41.7%

5.5%

8.2%

2.7%
16.8%

22.7%

6.9%

7.3%

2.3%

6.8%

9.8%

6.4%

2.0%

6.8%

6.8%

7.0%

6.0%

7.5%

6.6%

8.6%

10.1%

7.3%

9.9%

3.0%

5.6%

7.8%

6.7%

9.0%

6.5%

7.0%

6.8%

2.3%

1.0%

1.5%

3.1%

3.2%

3.4%

1.7%

1.6%

1.5%

1.0%

2.1%

2.4%

1.6%

4.7%

1.8%

3.1%

4.8%

2.9%

3.5%

3.6%

2.0%

4.6%

3.1%

3.0%

1.8%

2.0%

3.1%

0.4%

0.3%

2.7%

0.5%

0.6%

0.3%

0.5%

0.5%

0.8%

0.5%

0.3%

4.7%

6.0%

37.8%

11.7%

6.3%

6.9%

2.9%
4.1%

0.9%

6.4%

4.6%

5.1%

5.0%

8.3%

7.5%

5.5%

19.8%

24.2%

27.0%

2.9%
6.3%

2.1%

3.9%
26.7%

55.0%

24.2%

16.3%

23.6%

25.0%

19.1%

20.6%

22.1%

10.0%

13.1%

27.0%

10.2%

4.7%

3.2%

3.4%

13.4%

22.8%

13.7%

8.1%

9.7%

26.0%

10.9%

13.7%

12.0%

男性 (531)

⼥性 (670)

18〜19歳 (37)

20〜29歳 (137)

30〜39歳 (128)

40〜49歳 (188)

50〜59歳 (205)

60〜69歳 (172)

70歳以上 (338)

生まれてからずっと(409)

Uターン (307)

Iターン (390)

その他 (100)

R4 (1,139)

R5 (1,060)

R6 (1,212)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今の仕事を⻑く続けたい

転職したい、転職予定である

就職しているが、辞めたい、辞める予定である

就職しているが、起業したい、起業予定である

起業して仕事をしている

就職していないが、起業したい、起業予定である

就職していないが、仕事を探している、仕事に就く予定である

就職していない、する予定もない

その他

(n=)

＜性別＞

＜年代別＞

＜居住経験別＞

＜過去調査との⽐較＞
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問１１ あなたは、この一年間に市民活動（自治会や消防団、清掃、草刈りなど）や地域活動（お

祭り、伝統文化、地域の運動会など）に参加していますか。当てはまるものを選択肢の

中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 

54.8％が「積極的に参加している」または「参加している」と回答している。 
性別に見ると、男性は⼥性に比べて市⺠活動や地域活動への参加率が高い。 
年代別に見ると、20 歳代は市⺠活動や地域活動への参加率が低く、「関心がない」の回答が 7 割

以上である。 
まちへの愛着別に見ると、愛着を感じている度合いが高いほど市⺠活動や地域活動への参加率が

高く、愛着を感じている度合いが低いほど「関心がない」の回答が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

積極的に参加している 8.0%

参加している
46.8%

参加していない
45.1%

(n=1,256)
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11.3%

5.6%

7.1%

2.9%

8.7%

12.2%

11.5%

7.9%

6.1%

11.8%

7.4%

3.0%

16.7%

48.2%

46.0%

35.7%

22.1%

34.6%

45.0%

51.4%

60.1%

54.0%

49.6%

48.7%

42.4%

21.4%

40.5%

48.3%

57.1%

75.0%

56.7%

42.9%

37.0%

32.0%

39.9%

38.5%

43.9%

54.5%

61.9%

男性 (550)

⼥性 (693)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (208)

60〜69歳 (178)

70歳以上 (361)

とても愛着を感じている (262)

愛着を感じている (757)

どちらかと言えば愛着を感じていない (99)

愛着を感じていない (42)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

積極的に参加している 参加している 参加していない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜まちへの愛着別＞ 
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問 11-1 【問１１で参加していない」と回答した方のみ】 

その理由は何ですか。選択肢の中から当てはまるものすべてを選び、その番号に○印を

付けてください。 

「参加する時間がないから」が 39.4％と最も多く、次いで「関心がないから」が 26.3％であった。 
性別に見ると、男性は⼥性に比べて「参加する時間がないから」、「関心がないから」という理由

で市⺠活動や地域活動に参加していない人が多い。 
年代別に見ると、70 歳代以上は「その他」の回答が 63.1％と最も多く、その内容としては高齢で

あることや身体的に難しいことが多くあがっている。 
まちへの愛着別に見ると、愛着の度合いが低くなるにつれて「関心がないから」という理由で市

⺠活動や地域活動に参加していない人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

39.4%

26.3%

22.9%

16.1%

6.8%

0.4%

23.3%

参加する時間がないから

関心がないから

市⺠活動に関する情報がないから

役員等の責任を負うのが面倒だから

一緒に参加してくれる人がいないから

家族などの理解が得られないから

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%(n=559)

42.5%

29.0%

21.7%

18.6%

6.3%

0.5%

20.4%

37.1%

24.6%

24.0%

14.3%

7.0%

0.3%

24.9%

参加する時間がないから

関心がないから

市⺠活動に関する情報がないから

役員等の責任を負うのが面倒だから

一緒に参加してくれる人がいないから

家族などの理解が得られないから

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

男性 (n=221) ⼥性 (n=329)

＜性別＞
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18〜19歳
(n=24)

20〜29歳
(n=105)

30〜39歳
(n=72)

40〜49歳
(n=81)

50〜59歳
(n=74)

60〜69歳
(n=56)

70歳以上
(n=141)

参加する時間がないから 54.2% 52.4% 50.0% 51.9% 48.6% 32.1% 14.2%

関心がないから 20.8% 44.8% 33.3% 21.0% 29.7% 26.8% 11.3%

市⺠活動に関する情報がないから 29.2% 29.5% 29.2% 27.2% 23.0% 26.8% 7.8%

役員等の責任を負うのが面倒だから 4.2% 16.2% 30.6% 27.2% 13.5% 8.9% 7.1%

一緒に参加してくれる人がいないから 0.0% 11.4% 11.1% 9.9% 5.4% 1.8% 2.8%

家族などの理解が得られないから 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 0.7%

その他 12.5% 2.9% 8.3% 8.6% 14.9% 17.9% 63.1%

＜年代別＞

44.0%

15.0%

22.0%

9.0%

7.0%

0.0%

26.0%

39.6%

25.0%

24.4%

17.7%

7.0%

0.3%

24.7%

32.1%

32.1%

24.5%

11.3%

3.8%

0.0%

18.9%

19.2%

61.5%

15.4%

19.2%

7.7%

0.0%

15.4%

参加する時間がないから

関心がないから

市⺠活動に関する情報がないから

役員等の責任を負うのが面倒だから

一緒に参加してくれる人がいないから

家族などの理解が得られないから

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

とても愛着を感じている (n=100) 愛着を感じている (n=328)

どちらかと言えば愛着を感じていない (n=53) 愛着を感じていない (n=26)

＜まちへの愛着別＞



市⺠−17 

問１２ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、あなたはどう思

いますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号

に○印を付けてください。 

78.9％が「そう思わない」または「どちらかと言えばそう思わない」と回答している。 
性別に見ると、男性は⼥性に比べて肯定的な回答をしている人が多い。 
年代別に見ると、70 歳以上は他の年代に比べて肯定的な回答をしている人が多い。 
過去に実施した調査との比較では、「そう思わない」の回答が年々増加傾向にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

そう思う 2.6%
どちらかと言えばそう思う 12.1%

どちらかと言えば
そう思わない

14.7%

そう思わない
64.2%

分からない 6.3%

(n=1,252)

3.5%

1.9%

2.4%

0.7%

2.3%

3.2%

2.9%

1.1%
3.9%

2.8%

2.6%

2.6%

15.8%

9.1%

4.8%

8.5%

7.8%

10.7%

9.3%

8.9%

19.7%

12.2%

11.5%

12.1%

13.4%

15.8%

11.9%

13.5%

14.8%

14.4%

16.1%

15.1%

14.4%

19.9%

18.2%

14.7%

60.7%

67.2%

71.4%

68.8%

68.8%

64.2%

66.3%

70.9%

55.8%

60.0%

61.6%

64.2%

6.6%

6.0%

9.5%

8.5%

6.3%

7.5%

5.4%

3.9%

6.1%

5.1%

6.1%

6.3%

男性 (544)

⼥性 (695)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (141)

30〜39歳 (128)

40〜49歳 (187)

50〜59歳 (205)

60〜69歳 (179)

70歳以上 (360)

R4 (1,168)

R5 (1,083)

R6 (1,252)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない 分からない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜過去調査との⽐較＞ 
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問１３ 「男性も育児休業や介護休業を取得すべきだ」という考え方について、あなたはどう思

いますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号

に○印を付けてください。 

81.7％が「そう思う」または「どちらかと言えばそう思う」と回答している。 
年代別に見ると、30 歳代以下は「そう思う」の回答が 6 割前後と、他の年代に比べて多い。 
子どもの人数別に見ると、子どもの人数別が 1 人以下の人は 5 割以上が「そう思う」と回答して

いる。 
性別、過去に実施した調査との比較では、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

そう思う 49.3%

どちらかと言えば
そう思う
32.4%

どちらかと言えば
そう思わない

5.9%

そう思わない 3.7% 分からない 8.7%

(n=1,252)
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46.4%

51.7%

64.3%

59.6%

63.0%

39.6%

49.5%

53.4%

41.9%

53.4%

54.0%

45.8%

46.1%

48.0%

45.5%

49.3%

33.0%

32.1%

26.2%

24.8%

24.4%

39.0%

32.4%

33.1%

34.7%

27.6%

27.8%

33.7%

41.0%

35.8%

37.1%

32.4%

5.7%

5.9%

2.4%

2.8%

1.6%

6.4%

9.3%

4.5%

7.7%

4.1%

5.3%

7.2%

7.4%

6.3%

6.5%

5.9%

5.3%

2.4%

2.4%

3.5%

1.6%
5.3%

3.9%

3.9%

3.6%

4.1%

5.3%

4.3%

0.9%

4.5%

3.6%

3.7%

9.5%

7.9%

4.8%

9.2%

9.4%

9.6%

4.9%

5.1%

12.1%

10.8%

7.5%

9.0%

4.6%

5.4%

7.3%

8.7%

男性 (545)

⼥性 (695)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (141)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (187)

50〜59歳 (204)

60〜69歳 (178)

70歳以上 (363)

０人 (369)

１人 (187)

２人 (445)

３人以上 (217)

R4 (1,168)

R5 (1,086)

R6 (1,252)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない 分からない

(n=) 

＜性別＞

＜年代別＞

＜子どもの人数別＞

＜過去調査との⽐較＞
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問１４ あなたは松江市が「誰もが松江の伝統・文化・芸術を誇りに思い、心豊かになれるまち」

だと思いますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選び、そ

の番号に○印を付けてください。 

62.3％が「そう思う」または「どちらかと言えばそう思う」と回答している。 
年代別に見ると、20 歳未満と 70 歳代以上は約 7 割が肯定的な回答をしている。 
まちへの愛着別に見ると、愛着を感じている度合いが高いほど肯定的な回答が多い。 
性別、過去に実施した調査との比較では、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

そう思う
16.9%

どちらかと言えば
そう思う
45.4%

どちらかと言えば
そう思わない

13.6%

そう思わない
8.7%

分からない
15.5%

(n=1,258)
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17.7%

16.2%

21.4%

13.7%

7.9%

16.6%

14.5%

11.7%

24.9%

41.2%

12.4%

4.1%

7.1%

14.4%

13.0%

16.9%

41.2%

48.9%

50.0%

38.1%

48.8%

45.5%

48.8%

45.6%

44.4%

41.6%

52.8%

33.7%

16.7%

44.5%

44.8%

45.4%

15.8%

11.8%

7.1%

15.8%

18.9%

12.8%

13.0%

16.7%

10.7%

5.3%

14.1%

31.6%

14.3%

16.7%

18.0%

13.6%

11.1%

6.6%

4.8%
9.4%

11.0%

10.2%

11.1%

7.2%

6.6%

4.6%
6.4%

19.4%

50.0%

7.4%

8.9%

8.7%

14.2%

16.5%

16.7%

23.0%

13.4%

15.0%

12.6%

18.9%

13.4%

7.3%

14.3%

11.2%

11.9%

17.0%

15.3%

15.5%

男性 (549)

⼥性 (696)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (139)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (187)

50〜59歳 (207)

60〜69歳 (180)

70歳以上 (365)

とても愛着を感じている (262)

愛着を感じている (760)

どちらかと言えば愛着を感じていない (98)

愛着を感じていない (42)

R4  (1,169)

R5 (1,086)

R6 (1,258)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない 分からない

(n=)

＜性別＞

＜年代別＞

＜まちへの愛着別＞

＜過去調査との⽐較＞
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問１５ あなたが、この１年間に取り組んだ運動やスポーツ（ウォーキングや体操等を含む）の

日数はどのくらいですか。最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に

○印を付けてください。 

「全く取り組んでいない」が 30.9％と最も多く、次いで「週 1〜2 回」が 23.9％であった。 
性別に見ると、男性は⼥性に比べて取り組む頻度が高い。 
年代別に見ると、20 歳未満は約 8 割が週１日以上取り組んでいる。20 歳代〜50 歳代は週１日以

上取り組んでいる人が４割未満である。 
性別・年代別に見ると、男性は 50 歳代以上の 3 割以上が「全く取り組んでいない」と回答し、

⼥性は 40 歳代の 4 割以上が「全く取り組んでいない」と回答している。また、30 歳代の⼥性は週
１日以上取り組んでいる人が約 2 割と、他の年代に比べて少ない。 

過去に実施した調査と比較して、特に違いは見られない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

週3回以上
18.9%

週1〜2回
23.9%

月に1〜3回
13.0%

3ヶ月に1〜3回
5.7%

年に1〜3回
7.6%

全く取り組んで
いない

30.9%

(n=1,250)
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21.5%

17.0%

47.6%

15.0%

13.4%

16.9%

11.7%

19.8%

23.5%

50.0%

19.4%

15.7%

19.2%

11.4%

25.3%

24.1%

45.0%

12.0%

11.8%

15.3%

12.3%

15.5%

23.3%

19.3%

19.1%

18.9%

25.5%

23.0%

31.0%

22.9%

18.1%

18.5%

27.3%

24.9%

26.6%

40.9%

25.8%

29.4%

24.4%

33.0%

16.5%

22.9%

20.0%

20.0%

10.5%

14.4%

23.7%

32.0%

30.2%

22.4%

22.2%

23.9%

13.5%

12.4%

7.1%

20.0%

12.6%

16.9%

15.6%

14.7%

6.4%

17.7%

17.6%

23.1%

17.0%

12.7%

6.6%

15.0%

20.0%

9.2%

12.6%

14.0%

16.5%

6.3%

13.2%

13.0%

13.0%

5.8%

5.7%

10.0%

11.8%

6.3%

5.4%

4.0%

3.4%

8.1%

7.8%

7.7%

4.5%

5.1%

5.4%

12.0%

14.5%

5.4%

6.1%

3.1%

1.6%

6.8%

5.0%

5.7%

6.2%

8.6%

2.4%
10.7%

12.6%

7.9%

5.9%

7.3%

5.6%

9.7%

7.8%

6.4%

2.3%

7.6%

6.6%

5.0%

12.0%

15.8%

9.0%

8.8%

7.2%

4.8%

9.0%

6.4%

7.6%

27.6%

33.3%

11.9%

21.4%

31.5%

33.3%

34.1%

29.4%

34.5%

9.1%

19.4%

21.6%

19.2%

31.8%

32.9%

34.3%

15.0%

24.0%

38.2%

43.2%

35.1%

25.8%

33.9%

29.3%

34.4%

30.9%

男性 (550)

⼥性 (687)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (205)

60〜69歳 (177)

70歳以上 (357)

男性 18〜19歳 (22)

20〜29歳 (62)

30〜39歳 (51)

40〜49歳 (78)

50〜59歳 (88)

60〜69歳 (79)

70歳以上 (166)

⼥性 18〜19歳 (20)

20〜29歳 (75)

30〜39歳 (76)

40〜49歳 (111)

50〜59歳 (114)

60〜69歳 (97)

70歳以上 (189)

R4 (1,170)

R5 (1,085)

R6 (1,250)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

週3回以上 週1〜2回 月に1〜3回 3ヶ月に1〜3回 年に1〜3回 全く取り組んでいない

(n=)

＜性別＞

＜年代別＞

＜性別・年代別＞

＜過去調査との⽐較＞
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問 15-1 【問１５で「月に１～３回」、「３ヶ月に１～３回」、「年に１～３回」、「全く取り組んで

いない」を選んだ方のみ】 

あなたが、この１年間で運動やスポーツを週１日以上取り組まなかった理由は何です

か。選択肢の中から当てはまるものすべてを選び、その番号に○印を付けてください。 

「仕事や家事が忙しいから」が 45.2％と最も多く、次いで「年をとったから」が 21.2％であった。 
性別に見ると、男性は⼥性に比べて年齢や身体的なことを理由にしている人が多く、⼥性は男性

に比べて育児の忙しさや運動・スポーツが嫌いなことを理由にしている人が多い。 
年代別に見ると、30 歳代、40 歳代は 6 割以上が仕事や家事の忙しさを理由にしている。また、

30 歳代、40 歳代は他の年代に比べて子どもに手がかかることを理由にしている人が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

45.2%
21.2%

19.4%
18.5%

13.8%
11.7%
11.5%

9.5%
9.0%

7.8%
4.0%

1.7%
7.8%

10.0%

仕事や家事が忙しいから
年をとったから

生活や仕事で体を動かしているから
面倒くさいから

お⾦に余裕がないから
病気やけがをしているから

子どもに手がかかるから
場所や施設がないから

仲間がいないから
運動・スポーツが嫌いだから

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから
指導者がいないから

その他
特に理由はない・分からない

0% 10% 20% 30% 40% 50%(n=702)
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44.1%

24.6%

23.1%

17.8%

11.7%

13.5%

6.0%

6.4%

8.5%

4.3%

5.3%

1.4%

6.0%

7.1%

45.9%

19.0%

16.6%

19.0%

15.1%

10.7%

15.4%

11.5%

9.0%

10.0%

3.2%

1.7%

9.0%

11.7%

仕事や家事が忙しいから

年をとったから

生活や仕事で体を動かしているから

面倒くさいから

お⾦に余裕がないから

病気やけがをしているから

子どもに手がかかるから

場所や施設がないから

仲間がいないから

運動・スポーツが嫌いだから

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから

指導者がいないから

その他

特に理由はない・分からない

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

男性 (n=281) ⼥性 (n=410)

＜性別＞ 

18〜19歳
(n=9)

20〜29歳
(n=86)

30〜39歳
(n=86)

40〜49歳
(n=122)

50〜59歳
(n=124)

60〜69歳
(n=95)

70歳以上
(n=172)

仕事や家事が忙しいから 0.0% 48.8% 62.8% 70.5% 56.5% 44.2% 12.2%

年をとったから 0.0% 3.5% 2.3% 12.3% 20.2% 27.4% 44.2%

生活や仕事で体を動かしているから 22.2% 25.6% 11.6% 17.2% 20.2% 26.3% 16.3%

面倒くさいから 33.3% 38.4% 30.2% 21.3% 20.2% 12.6% 2.3%

お⾦に余裕がないから 0.0% 19.8% 20.9% 18.9% 20.2% 6.3% 3.5%

病気やけがをしているから 11.1% 3.5% 8.1% 2.5% 11.3% 12.6% 23.8%

子どもに手がかかるから 0.0% 10.5% 41.9% 24.6% 4.0% 0.0% 0.0%

場所や施設がないから 11.1% 18.6% 15.1% 9.0% 12.1% 5.3% 2.9%

仲間がいないから 11.1% 16.3% 15.1% 9.0% 11.3% 4.2% 3.5%

運動・スポーツが嫌いだから 11.1% 12.8% 15.1% 7.4% 8.1% 5.3% 3.5%
運動・スポーツ以上に大切なことがある
から 0.0% 7.0% 5.8% 3.3% 3.2% 5.3% 2.3%

指導者がいないから 0.0% 3.5% 1.2% 1.6% 0.0% 1.1% 2.9%

その他 22.2% 3.5% 5.8% 5.7% 1.6% 4.2% 18.0%

特に理由はない・分からない 33.3% 7.0% 4.7% 9.0% 10.5% 14.7% 9.9%

＜年代別＞ 



市⺠−26 

問１６ 脱炭素について知っていますか。当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、そ

の番号に○印を付けてください。 

「ある程度知っている」、「聞いたことがある」がそれぞれ 36.4％であった。 
性別に見ると、男性は⼥性に比べて認知率が高い。 
年代別に見ると 20 歳代から 60 歳代にかけて年代が上がるほど認知率が高くなっている。 
昨年度実施した調査と比較して、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

内容まで知っている
6.8%

ある程度
知っている
36.4%聞いたことがある

36.4%

知らない
20.4%

(n=1,257)

11.1%

3.3%

2.3%

5.7%

7.1%

4.8%

8.7%

8.9%

6.7%

7.0%

6.8%

42.6%

31.3%

34.9%

20.0%

26.8%

29.6%

44.9%

37.4%

44.8%

39.5%

36.4%

28.1%

43.2%

46.5%

40.0%

43.3%

38.1%

26.1%

44.7%

32.6%

37.9%

36.4%

18.1%

22.2%

16.3%

34.3%

22.8%

27.5%

20.3%

8.9%

15.9%

15.7%

20.4%

男性 (551)

⼥性 (694)

18〜19歳 (43)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (207)

60〜69歳 (179)

70歳以上 (359)

R5 (1,072)

R6 (1,257)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容まで知っている ある程度知っている 聞いたことがある 知らない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜過去調査との⽐較＞ 
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問１７ 下記の項目は、環境省の「ゼロカーボンアクション３０」から脱炭素に向けた取組例で

す。あなたが今、取り組んでいることはありますか。普段の生活で実践していることに

ついて、選択肢の中から当てはまるものすべてを選び、その番号に○印を付けてくださ

い。 

「ごみの分別」が 70.2％と最も多く、次いで「食品ロスをなくす（食べ残さない）」が 66.9％で
あった。 

性別に見ると、複数の取組みで⼥性の方が多く取り組んでいる。 
年代別に見ると、複数の取組みで年代が上がるにつれて取り組んでいる人が多い。 
昨年度実施した調査との比較では、今年度は取り組んでいない人の割合が減少している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

70.2%

66.9%

60.9%

48.9%

46.4%

33.6%

28.3%

26.0%

25.2%

21.5%

9.0%

8.9%

7.3%

5.5%

4.8%

1.5%

1.5%

0.5%

9.9%

ごみの分別

食品ロスをなくす（食べ残さない）

節電・節水

使い捨てプラスチックの使用を減らす（マイバッグ、マイボトル等を使う）

今持っている服を⻑く大切に着る・環境に配慮した服を選ぶ

省エネ家電の導入

宅配サービスをできるだけ一回で受け取る

クールビズ・ウォームビズ

環境配慮のマークが付いた商品、詰め替え製品などを選ぶ

徒歩、自転⾞、公共交通機関での移動

植林やごみ拾い等の活動への参加

自宅に太陽光パネルを設置・太陽光パネルが設置されている住宅を選ぶ

フリマ・シェアリング

電気自動⾞などのクリーンエネルギー自動⾞を利用している

自宅でコンポスト

再生可能エネルギー１００％の電⼒プランへの切り替え

カーシェアリング

個人のESG投資（脱炭素に取り組んでいる企業への投資など）

取り組んでいない

0% 20% 40% 60% 80%(n=1,240)
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64.5%

66.3%

54.3%

36.6%

44.4%

32.2%

23.4%

30.9%

17.5%

22.8%

13.6%

8.8%

4.1%

6.4%

4.2%

1.5%

2.2%

1.1%

10.9%

74.7%

67.8%

66.2%

58.8%

48.0%

35.1%

32.5%

22.1%

31.3%

20.8%

5.4%

9.1%

9.9%

4.8%

5.1%

1.5%

0.9%

0.0%

8.9%

ごみの分別

食品ロスをなくす（食べ残さない）

節電・節水

使い捨てプラスチックの使用を減らす（マイバッグ、マイボトル等を使う）

今持っている服を⻑く大切に着る・環境に配慮した服を選ぶ

省エネ家電の導入

宅配サービスをできるだけ一回で受け取る

クールビズ・ウォームビズ

環境配慮のマークが付いた商品、詰め替え製品などを選ぶ

徒歩、自転⾞、公共交通機関での移動

植林やごみ拾い等の活動への参加

自宅に太陽光パネルを設置・太陽光パネルが設置されている住宅を選ぶ

フリマ・シェアリング

電気自動⾞などのクリーンエネルギー自動⾞を利用している

自宅でコンポスト

再生可能エネルギー１００％の電⼒プランへの切り替え

カーシェアリング

個人のESG投資（脱炭素に取り組んでいる企業への投資など）

取り組んでいない

0% 20% 40% 60% 80%

男性 (n=543) ⼥性 (n=684)

＜性別＞ 
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＜年代別＞ 
18〜19歳
(n=38)

20〜29歳
(n=138)

30〜39歳
(n=125)

40〜49歳
(n=187)

50〜59歳
(n=206)

60〜69歳
(n=179)

70歳以上
(n=356)

ごみの分別 50.0% 48.6% 63.2% 57.2% 74.3% 84.4% 80.3%

食品ロスをなくす（食べ残さない） 44.7% 57.2% 60.0% 58.3% 68.9% 70.9% 77.0%

節電・節水 57.9% 45.7% 51.2% 48.7% 62.1% 69.3% 72.5%
使い捨てプラスチックの使用を減らす
（マイバッグ、マイボトル等を使う） 28.9% 24.6% 47.2% 43.9% 51.9% 58.1% 57.6%

今持っている服を⻑く大切に着る・環境
に配慮した服を選ぶ 15.8% 34.1% 40.0% 40.6% 44.2% 48.0% 60.7%

省エネ家電の導入 18.4% 18.1% 25.6% 29.9% 37.9% 46.9% 37.1%
宅配サービスをできるだけ一回で受け取
る 18.4% 27.5% 25.6% 27.8% 26.7% 33.0% 28.7%

クールビズ・ウォームビズ 7.9% 23.2% 28.0% 27.3% 39.3% 33.0% 16.9%
環境配慮のマークが付いた商品、詰め
替え製品などを選ぶ 13.2% 15.2% 16.8% 15.0% 25.2% 31.8% 35.4%

徒歩、自転⾞、公共交通機関での移
動 34.2% 22.5% 12.0% 17.1% 16.5% 19.6% 28.7%

植林やごみ拾い等の活動への参加 5.3% 2.9% 3.2% 8.0% 9.7% 14.5% 11.2%
自宅に太陽光パネルを設置・太陽光パ
ネルが設置されている住宅を選ぶ 7.9% 4.3% 9.6% 11.8% 10.7% 7.8% 8.7%

フリマ・シェアリング 2.6% 9.4% 16.0% 10.2% 9.7% 3.9% 2.8%
電気自動⾞などのクリーンエネルギー自
動⾞を利用している 5.3% 1.4% 3.2% 9.1% 6.3% 8.4% 3.9%

自宅でコンポスト 5.3% 0.7% 4.0% 2.7% 4.9% 5.6% 7.3%
再生可能エネルギー１００％の電⼒
プランへの切り替え 5.3% 0.7% 0.8% 1.1% 1.9% 1.7% 1.7%

カーシェアリング 7.9% 2.2% 2.4% 0.5% 0.0% 1.1% 2.0%
個人のESG投資（脱炭素に取り組ん
でいる企業への投資など） 2.6% 0.0% 0.8% 0.5% 0.5% 0.6% 0.3%

取り組んでいない 7.9% 13.8% 9.6% 7.0% 5.3% 7.8% 14.3%
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71.7%

60.1%

62.5%

47.8%

44.1%

32.4%

23.5%

26.3%

26.7%

22.6%

9.0%

9.6%

6.9%

6.7%

4.4%

0.2%

1.0%

0.8%

18.8%

70.2%

66.9%

60.9%

48.9%

46.4%

33.6%

28.3%

26.0%

25.2%

21.5%

9.0%

8.9%

7.3%

5.5%

4.8%

1.5%

1.5%

0.5%

9.9%

ごみの分別

食品ロスをなくす（食べ残さない）

節電・節水

使い捨てプラスチックの使用を減らす（マイバッグ、マイボトル等を使う）

今持っている服を⻑く大切に着る・環境に配慮した服を選ぶ

省エネ家電の導入

宅配サービスをできるだけ一回で受け取る

クールビズ・ウォームビズ

環境配慮のマークが付いた商品、詰め替え製品などを選ぶ

徒歩、自転⾞、公共交通機関での移動

植林やごみ拾い等の活動への参加

自宅に太陽光パネルを設置・太陽光パネルが設置されている住宅を選ぶ

フリマ・シェアリング

電気自動⾞などのクリーンエネルギー自動⾞を利用している

自宅でコンポスト

再生可能エネルギー１００％の電⼒プランへの切り替え

カーシェアリング

個人のESG投資（脱炭素に取り組んでいる企業への投資など）

取り組んでいない

0% 20% 40% 60% 80%

R5 (n=1,067) R6 (n=1,240)

＜過去調査との⽐較＞ 
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問１８ あなたは、松江市の中心市街地の水辺の利用しやすさについて満足していますか。あな

たの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けて

ください。 

30.9％が「特に不満はなく、満足している」または「多少の不満はあるが、概ね満足している」
と回答している。「分からない」が最も多く、52.8％であった。 

性別に見ると、⼥性は男性に比べて「分からない」の回答が多い。 
年代別に見ると、20 歳未満は約 5 割が「特に不満はなく、満足している」・「多少の不満はある

が、概ね満足している」と回答している。 
過去に実施した調査と比較すると、今年度は昨年度に比べて「特に不満はなく、満足している」・

「多少の不満はあるが、概ね満足している」の回答が減少している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

特に不満はなく、
満足している

10.2%
多少の不満はあるが、

概ね満足している
20.7%

不満があり、あまり
満足していない

11.5%
かなり不満があり、
全く満足していない

4.9%

分からない
52.8%

(n=1,251)
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11.3%

9.1%

40.5%

21.0%

12.6%

9.5%

6.8%

5.6%

6.4%

21.0%

19.4%

10.2%

22.8%

19.0%

9.5%

15.9%

19.7%

27.0%

23.3%

22.0%

18.8%

15.7%

21.7%

20.7%

14.8%

9.1%

4.8%

7.2%

9.4%

13.8%

17.0%

10.2%

10.8%

5.5%

8.3%

11.5%

6.4%

3.5%

2.4%
4.3%

4.7%

1.6%

6.3%

4.0%

6.6%

2.7%

3.4%

4.9%

44.8%

59.2%

42.9%

51.4%

53.5%

48.1%

46.6%

58.2%

57.3%

55.1%

47.2%

52.8%

男性 (549)

⼥性 (689)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (138)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (206)

60〜69歳 (177)

70歳以上 (361)

R4  (1,163)

R5  (1,076)

R6  (1,251)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特に不満はなく、満足している 多少の不満はあるが、概ね満足している

不満があり、あまり満足していない かなり不満があり、全く満足していない

分からない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜過去調査との⽐較＞ 
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問１９ あなたは、松江市の住みやすさをどのように評価していますか。あなたの印象に最も近

いものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 

75.3％が「住みやすい」または「どちらかと言えば住みやすい」と回答している。 
年代別に見ると、20 歳未満は「住みやすい」の回答が他の年代に比べて多い。 
過去に実施した調査と比較すると、今年度は昨年度と同様の傾向が見られる。 
性別では、特に違いは見られない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

住みやすい
21.1%

どちらかと言えば
住みやすい
54.2%

どちらかと言えば
住みにくい
12.2%

住みにくい 4.6%

分からない 7.9%

(n=1,255)

19.8%

22.3%

35.7%

25.2%

24.2%

20.6%

18.4%

19.1%

19.9%

28.6%

20.6%

21.1%

53.6%

54.9%

42.9%

48.2%

53.1%

60.8%

54.9%

57.9%

53.6%

52.9%

57.3%

54.2%

12.9%

11.4%

9.5%

10.8%

14.1%

7.4%

18.0%

9.6%

12.4%

10.6%

11.9%

12.2%

6.0%

3.5%

9.5%

7.2%

5.5%

4.8%

3.4%

3.4%

4.1%

3.2%

3.3%

4.6%

7.6%

7.9%

2.4%

8.6%

3.1%

6.3%

5.3%

10.1%

9.9%

4.7%

7.0%

7.9%

男性 (550)

⼥性 (692)

18〜19歳 (42)

20〜29歳 (139)

30〜39歳 (128)

40〜49歳 (189)

50〜59歳 (206)

60〜69歳 (178)

70歳以上 (362)

R4 (1,163)

R5 (1,079)

R6 (1,255)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

住みやすい どちらかと言えば住みやすい どちらかと言えば住みにくい 住みにくい 分からない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜過去調査との⽐較＞ 
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問２０ 松江市では、災害時の緊急情報を下記の手段で配信していますが、あなたはどの手段が

有効と思われますか。当てはまるものすべてを選び、その番号に○印を付けてください。

また、下記の手段以外で、あなたが災害時の緊急情報を入手する際に有効と考えるもの

があれば「その他」の欄に記載してください。 

「テレビ」が 71.6％と最も多く、次いで「緊急速報メール」が 62.3％であった。 
性別に見ると、⼥性は男性に比べて「テレビ」や「緊急速報メール」、「屋外スピーカー」を有効

だと考えている人が多く、男性は⼥性に比べて「ラジオ」を有効だと考えている人が多い。 
年代別に見ると、「テレビ」や「緊急速報メール」はいずれの年代も 5 割以上が有効だと考えて

いる。また、若い世代は「アプリ」や「X（旧 Twitter）」といったスマートフォンを活用した手段
を有効だと考えている人が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

71.6%

62.3%

48.5%

37.0%

32.5%

25.0%

22.3%

14.9%

14.5%

14.4%

11.5%

10.7%

2.1%

テレビ

緊急速報メール

屋外スピーカー

松江市防災メール

ラジオ

広報⾞（市⾞両、消防団⾞両等）

アプリ（Yahoo!防災速報）

CATV

松江市公式LINE

X（旧Twitter）(防災情報）

松江市ホームページ

音声告知端末「おしらせ君」

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%(n=1,258)
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68.5%

57.6%

45.1%

35.6%

36.7%

24.4%

22.9%

16.2%

14.7%

14.4%

12.2%

9.5%

1.8%

74.4%

66.3%

51.4%

38.0%

29.5%

25.5%

21.6%

14.0%

14.4%

14.2%

11.1%

11.5%

2.2%

テレビ

緊急速報メール

屋外スピーカー

松江市防災メール

ラジオ

広報⾞（市⾞両、消防団⾞両等）

アプリ（Yahoo!防災速報）

CATV

松江市公式LINE

X（旧Twitter）(防災情報）

松江市ホームページ

音声告知端末「おしらせ君」

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男性 (n=550) ⼥性 (n=695)

＜性別＞ 

18〜19歳
(n=40)

20〜29歳
(n=139)

30〜39歳
(n=128)

40〜49歳
(n=189)

50〜59歳
(n=206)

60〜69歳
(n=180)

70歳以上
(n=365)

テレビ 67.5% 57.6% 60.2% 57.7% 67.0% 80.0% 86.3%

緊急速報メール 55.0% 56.8% 66.4% 70.9% 68.9% 72.2% 50.1%

屋外スピーカー 42.5% 48.9% 50.0% 43.9% 51.5% 50.6% 48.2%

松江市防災メール 40.0% 33.1% 32.0% 43.4% 45.6% 44.4% 27.9%

ラジオ 20.0% 34.5% 27.3% 25.9% 30.6% 35.6% 38.1%

広報⾞（市⾞両、消防団⾞両等） 22.5% 14.4% 25.0% 13.8% 21.8% 24.4% 37.3%

アプリ（Yahoo!防災速報） 27.5% 29.5% 31.3% 31.2% 29.6% 21.1% 7.1%

CATV 5.0% 8.6% 14.1% 14.8% 21.8% 22.2% 11.5%

松江市公式LINE 7.5% 20.9% 20.3% 21.2% 18.9% 7.8% 8.2%

X（旧Twitter）(防災情報） 22.5% 38.8% 28.9% 18.5% 15.0% 5.6% 1.4%

松江市ホームページ 12.5% 15.1% 21.9% 15.9% 15.0% 6.7% 4.7%

音声告知端末「おしらせ君」 7.5% 7.9% 10.9% 6.3% 14.6% 12.8% 10.7%

その他 2.5% 1.4% 2.3% 0.5% 1.0% 2.2% 3.6%

＜年代別＞ 



市⺠−36 

問２１ あなたは、松江市役所から発信された情報（ホームページ、市報松江、ＳＮＳなど）を

分かりやすいと感じますか。あなたの気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだ

け選び、その番号に○印を付けてください。 

49.6％が「分かりやすいと感じる」または「どちらかと言えば分かりやすいと感じる」と回答し
ている。 

性別に見ると、⼥性は男性に比べて「分かりやすいと感じる」・「どちらかと言えば分かりやすい
と感じる」の回答が多い。 

年代別に見ると、20 歳代以下は「松江市役所から発信される情報に関心がない」の回答が 4 割を
超えている。また、20 歳代から 70 歳以上は年代が上がるにつれて「分かりやすいと感じる」・「ど
ちらかと言えば分かりやすいと感じる」の回答が多い傾向が見られる。 
まちへの愛着別に見ると、愛着を感じている度合いが高いほど「分かりやすいと感じる」・「どちら

かと言えば分かりやすいと感じる」の回答が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

分かりやすいと感じる
8.3%

どちらかと言えば
分かりやすいと
感じる 41.3%

どちらかと言えば分かりにくい
と感じる 19.8%

分かりにくいと
感じる

10.9%

松江市役所から
発信される情報に

関心がない
19.7%

(n=1,234)
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8.3%

8.2%

15.0%

6.4%

4.7%

5.3%

5.9%

9.6%

11.7%

16.1%

7.4%

1.0%
4.9%

37.3%

44.7%

37.5%

26.4%

31.5%

34.8%

43.8%

41.2%

54.4%

49.2%

43.9%

31.6%

4.9%

19.2%

20.1%

5.0%

12.9%

18.1%

20.3%

24.1%

26.0%

18.9%

15.4%

21.5%

24.5%

9.8%

12.2%

10.0%

2.5%

10.7%

12.6%

14.4%

11.8%

10.2%

9.2%

6.7%

10.0%

17.3%

29.3%

22.9%

17.0%

40.0%

43.6%

33.1%

25.1%

14.3%

13.0%

5.7%

12.6%

17.2%

25.5%

51.2%

男性 (541)

⼥性 (682)

18〜19歳 (40)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (187)

50〜59歳 (203)

60〜69歳 (177)

70歳以上 (349)

とても愛着を感じている (254)

愛着を感じている (748)

どちらかと言えば愛着を感じていない (98)

愛着を感じていない (41)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

分かりやすいと感じる どちらかと言えば分かりやすいと感じる

どちらかと言えば分かりにくいと感じる 分かりにくいと感じる

松江市役所から発信される情報に関心がない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜まちへの愛着別＞ 



市⺠−38 

問２２ あなたは、ＳＮＳ（Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）など）を活用して、松江市の

ことを発信していますか。当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号

に○印を付けてください。 

「発信したことはない」が 85.5％と最も多く、次いで「現在もたまに発信している」が 9.4％で
あった。 

年代別に見ると、20 歳代以上の年代について、若い世代ほど発信している、または発信したこと
がある人が多い。 

まちへの愛着別に見ると、愛着を感じている度合いが高いほど発信している、または発信したこ
とがある人が多い。 

性別、過去に実施した調査との比較では、特に違いは見られない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

現在も積極的に発信している 1.3% 現在もたまに発信している 9.4%

以前発信したことがあるが、
現在は発信していない

3.8%

発信したことはない
85.5%

(n=1,243)
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1.5%

1.2%

2.4%

0.7%

2.4%

2.1%

0.5%

2.3%

0.6%

2.3%

1.2%

1.0%

2.5%

1.8%

1.3%

8.8%

9.9%

12.2%

28.4%

17.3%

5.9%

7.8%

4.0%

3.9%

16.0%

8.5%

4.0%
9.5%

10.8%

9.6%

9.4%

3.1%

4.4%

2.4%

5.7%

2.4%

7.5%

5.4%

1.1%

2.2%

4.7%

3.6%

4.0%

6.4%

4.6%

3.8%

86.6%

84.6%

82.9%

65.2%

78.0%

84.5%

86.3%

92.7%

93.3%

77.0%

86.7%

90.9%

90.5%

80.3%

84.1%

85.5%

男性 (544)

⼥性 (687)

18〜19歳 (41)

20〜29歳 (141)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (187)

50〜59歳 (204)

60〜69歳 (177)

70歳以上 (356)

とても愛着を感じている (257)

愛着を感じている (751)

どちらかと言えば愛着を感じていない (99)

愛着を感じていない (42)

R4 (1,167)

R5 (1,067)

R6 (1,243)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も積極的に発信している 現在もたまに発信している

以前発信したことがあるが、現在は発信していない 発信したことはない

(n=) 

＜性別＞ 

＜年代別＞ 

＜まちへの愛着別＞ 

＜過去調査との⽐較＞ 



市⺠−40 

問２３ あなたは、松江市役所の窓口などの市民サービスについて満足していますか。あなたの

気持ちに最も近いものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてくだ

さい。 

70.6％が「特に不満はなく、満足している」または「多少の不満はあるが、概ね満足している」
と回答している。 

年代別に見ると、20 歳未満は他の年代に比べて「分からない」の回答が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

特に不満はなく、
満足している

32.7%

多少の不満はあるが、
概ね満足している

37.9%

不満があり、あまり
満足していない

6.5%

かなり不満があり、
全く満足していない

4.4%

分からない
18.5%

(n=1,236)

27.5%

36.4%

36.2%

36.0%

35.3%

30.9%

28.6%

10.0%

22.1%

41.7%

39.2%

37.3%

50.9%

39.5%

4.3%

3.9%

11.3%

10.0%

3.4%

5.9%

2.5%

7.9%

4.7%

5.4%

3.5%

1.7%
4.5%

60.0%

29.3%

13.4%

8.1%

13.9%

13.1%

21.6%

18〜19歳 (40)

20〜29歳 (140)

30〜39歳 (127)

40〜49歳 (186)

50〜59歳 (201)

60〜69歳 (175)

70歳以上 (357)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特に不満はなく、満足している 多少の不満はあるが、概ね満足している

不満があり、あまり満足していない かなり不満があり、全く満足していない

分からない

(n=) 

＜年代別＞ 



市⺠−41 

問２４ あなたは、ＳＤＧｓについてどの程度知っていますか。選択肢の中から当てはまるもの

すべてを選び、その番号に○印を付けてください。 

「SDGs という言葉を聞いたことがある、または、SDGs のロゴやアイコンを見たことがある」
は 72.6％であった。 

年代別に見ると、70 代以上は「全く知らない（聞いたことがない）」が 28.5％と他の年代に比べ
て認知度が低い。 

過去に実施した調査と比較して、特に違いは見られない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

72.6%

33.1%

5.3%

30.2%

13.5%

0% 20% 40% 60% 80%(n=1,249)

SDGsという言葉を聞いたことがある、または、
SDGsのロゴやアイコンを⾒たことがある

17の目標があることを知っている

169のターゲットがあることを知っている

2030年までに達成すべき国際的な目標で
あることを知っている

全く知らない（聞いたことがない）

69.6%

37.0%

7.6%

31.9%

14.8%

76.9%

36.3%

7.3%

31.5%

12.5%

72.6%

33.1%

5.3%

30.2%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

R4 (n=1,159) R5 (n=1,051) R6 (n=1,249)

SDGsという言葉を聞いたことがある、または、SDGsの
ロゴやアイコンを⾒たことがある

17の目標があることを知っている

169のターゲットがあることを知っている

2030年までに達成すべき国際的な目標であることを
知っている

全く知らない（聞いたことがない）

＜過去調査との⽐較＞ 

18〜19歳
(n=43)

20〜29歳
(n=139)

30〜39歳
(n=128)

40〜49歳
(n=188)

50〜59歳
(n=205)

60〜69歳
(n=180)

70歳以上
(n=354)

SDGsという言葉を聞いたことがある、ま
たは、SDGsのロゴやアイコンを⾒たこと
がある

65.1% 79.1% 75.8% 80.3% 80.5% 74.4% 59.9%

17の目標があることを知っている 55.8% 42.4% 46.9% 39.4% 39.0% 32.2% 15.3%

169のターゲットがあることを知っている 11.6% 12.2% 8.6% 7.4% 5.4% 2.2% 1.1%
2030年までに達成すべき国際的な目
標であることを知っている 48.8% 36.0% 36.7% 29.8% 28.8% 28.3% 25.7%

全く知らない（聞いたことがない） 7.0% 7.2% 6.3% 8.5% 5.9% 10.0% 28.5%

＜年代別＞ 



市⺠−42 

問２５ あなたはＳＤＧｓを意識して、日ごろ何らかの活動に取り組んでいますか。選択肢の中

から最も当てはまるものをひとつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 

「今後、取り組みたいと思っている」が 38.0％と最も多く、次いで「取り組むつもりはない」が
25.2％であった。 

年代別に見ると、20 歳未満は 9 割以上が取り組んでいる、または今後取り組みたいと思ってい
ると回答している。一方、70 歳以上は約 4 割が「取り組むつもりはない」と回答している。 

過去に実施した調査と比較して、特に違いは見られない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

個人として取り組んでいる
16.8%

所属先（企業、
団体、学校等）
で取り組んでいる

20.0%
今後、取り組みたい

と思っている
38.0%

取り組むつもり
はない 25.2%

(n=1,165)

12.5%

9.0%

12.7%

16.8%

18.0%

19.2%

20.3%

18.3%

20.9%

16.8%

30.0%

31.3%

27.8%

22.3%

30.5%

16.8%

3.9%

16.2%

18.2%

20.0%

52.5%

33.6%

35.7%

41.3%

31.5%

44.9%

37.4%

37.0%

36.4%

38.0%

5.0%

26.1%

23.8%

19.6%

20.0%

19.2%

38.4%

28.5%

24.6%

25.2%

18〜19歳 (40)

20〜29歳 (134)

30〜39歳 (126)

40〜49歳 (184)

50〜59歳 (200)

60〜69歳 (167)

70歳以上 (305)

R4 (1,119)

R5 (997)

R6 (1,165)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個人として取り組んでいる 所属先（企業、団体、学校等）で取り組んでいる

今後、取り組みたいと思っている 取り組むつもりはない

(n=) 

＜年代別＞ 

＜過去調査との⽐較＞ 



市⺠−43 

問２６ 【問２５で「取り組むつもりはない」以外を選んだ方のみ】 

ＳＤＧｓの１７の目標のうち、あなたが最も力を入れて取り組んでいる分野は何です

か。当てはまるものを選択肢の中からひとつだけ選び、その番号に○印を付けてくださ

い。 

「すべての人に健康と福祉を」が 18.6％と最も多く、次いで「住み続けられるまちづくりを」が
17.6％であった。 

年代別に見ると、年代によって最も力を入れて取り組んでいる分野が異なるが、「住み続けられ
るまちづくりを」はすべての年代で取り組んでいる割合が高い傾向が見られる。 

過去に実施した調査と比較すると、順位に変化が見られるが、「すべての人に健康と福祉を」、「住
み続けられるまちづくりを」、「責任 つかう責任」は過去 2 年も上位 3 位以内にあり、関心が高い
ことが伺える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

18.6%

17.6%

8.3%

6.7%

6.7%

6.4%

6.0%

5.7%

5.3%

4.2%

4.1%

2.8%

2.4%

2.2%

1.4%

1.1%

0.3%

すべての人に健康と福祉を

住み続けられるまちづくりを

つくる責任 つかう責任

ジェンダー平等を実現しよう

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

働きがいも経済成⻑も

気候変動に具体的な対策を

貧困をなくそう

平和と公正をすべての人に

海の豊かさを守ろう

質の高い教育をみんなに

飢餓をゼロに

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

安全な水とトイレを世界中に

陸の豊かさも守ろう

パートナーシップで目標を達成しよう

0% 5% 10% 15% 20%(n=714)
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18〜19歳
(n=31)

20〜29歳
(n=87)

30〜39歳
(n=78)

40〜49歳
(n=115)

50〜59歳
(n=133)

60〜69歳
(n=108)

70歳以上
(n=157)

すべての人に健康と福祉を 3.2% 12.6% 12.8% 14.8% 22.6% 22.2% 25.5%

住み続けられるまちづくりを 16.1% 12.6% 16.7% 16.5% 11.3% 21.3% 24.8%

つくる責任 つかう責任 3.2% 14.9% 7.7% 5.2% 9.0% 10.2% 6.4%

ジェンダー平等を実現しよう 16.1% 11.5% 7.7% 9.6% 5.3% 6.5% 1.3%

エネルギーをみんなに そしてクリーンに 6.5% 4.6% 11.5% 6.1% 10.5% 6.5% 2.5%

働きがいも経済成⻑も 6.5% 11.5% 6.4% 9.6% 7.5% 3.7% 2.5%

気候変動に具体的な対策を 0.0% 3.4% 2.6% 3.5% 7.5% 10.2% 8.3%

貧困をなくそう 3.2% 5.7% 3.8% 6.1% 4.5% 4.6% 8.9%

平和と公正をすべての人に 3.2% 3.4% 5.1% 5.2% 9.0% 3.7% 4.5%

海の豊かさを守ろう 9.7% 4.6% 7.7% 4.3% 2.3% 1.9% 4.5%

質の高い教育をみんなに 6.5% 2.3% 6.4% 5.2% 6.0% 2.8% 1.9%

飢餓をゼロに 9.7% 2.3% 1.3% 3.5% 1.5% 0.0% 3.8%

産業と技術革新の基盤をつくろう 3.2% 3.4% 5.1% 2.6% 1.5% 1.9% 1.3%

人や国の不平等をなくそう 9.7% 3.4% 0.0% 2.6% 0.8% 4.6% 0.6%

安全な水とトイレを世界中に 0.0% 1.1% 3.8% 3.5% 0.0% 0.0% 1.3%

陸の豊かさも守ろう 3.2% 2.3% 1.3% 1.7% 0.8% 0.0% 0.6%

パートナーシップで目標を達成しよう 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3%

＜年代別＞ 
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16.2%

11.7%

11.1%

5.9%

7.8%

4.9%

7.4%

7.8%

5.8%

6.5%

4.3%

3.5%

1.6%

3.4%

0.5%

0.8%

0.8%

14.2%

16.6%

9.3%

7.8%

6.6%

6.8%

6.6%

5.7%

6.6%

3.4%

4.4%

4.0%

1.0%

3.1%

1.9%

0.9%

1.2%

18.6%

17.6%

8.3%

6.7%

6.7%

6.4%

6.0%

5.7%

5.3%

4.2%

4.1%

2.8%

2.4%

2.2%

1.4%

1.1%

0.3%

すべての人に健康と福祉を

住み続けられるまちづくりを

つくる責任 つかう責任

ジェンダー平等を実現しよう

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

働きがいも経済成⻑も

気候変動に具体的な対策を

貧困をなくそう

平和と公正をすべての人に

海の豊かさを守ろう

質の高い教育をみんなに

飢餓をゼロに

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

安全な水とトイレを世界中に

陸の豊かさも守ろう

パートナーシップで目標を達成しよう

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

R4 (n=742) R5 (n=681) R6 (n=714)

＜過去調査との⽐較＞ 



市⺠−46 

問２７ 【問２５で「取り組むつもりはない」を選んだ方のみ】 

その理由は何ですか。選択肢の中から当てはまるものすべてを選び、その番号に○印を

付けてください。 

「何をしていいか分からないから」が 56.8％と最も多く、次いで「SDGs に関心がないから」が
31.4％であった。 

年代別に見ると、20 歳代〜50 歳代は 4 割以上が「SDGs に関心がないから」と回答している。 
過去に実施した調査と比較すると、今年度は令和 4 年度と同様の傾向が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

56.8%

31.4%

26.1%

18.6%

11.4%

何をしていいか分からないから

SDGsに関心がないから

取り組むためのノウハウがないから

取り組むための経済的余裕がないから

一緒に取り組む仲間がいないから

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%(n=280)

18〜19歳
(n=2)

20〜29歳
(n=34)

30〜39歳
(n=29)

40〜49歳
(n=35)

50〜59歳
(n=38)

60〜69歳
(n=31)

70歳以上
(n=110)

何をしていいか分からないから 50.0% 52.9% 41.4% 57.1% 50.0% 58.1% 63.6%

SDGsに関心がないから 0.0% 47.1% 48.3% 40.0% 42.1% 22.6% 19.1%

取り組むためのノウハウがないから 0.0% 26.5% 24.1% 25.7% 26.3% 35.5% 24.5%

取り組むための経済的余裕がないから 0.0% 29.4% 24.1% 22.9% 23.7% 19.4% 10.9%

一緒に取り組む仲間がいないから 50.0% 11.8% 10.3% 17.1% 7.9% 3.2% 11.8%

＜年代別＞ 

57.4%

32.3%

23.4%

20.5%

12.5%

67.8%

29.6%

27.9%

20.2%

8.2%

56.8%

31.4%

26.1%

18.6%

11.4%

何をしていいか分からないから

SDGsに関心がないから

取り組むためのノウハウがないから

取り組むための経済的余裕がないから

一緒に取り組む仲間がいないから

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

R4 (n=303) R5 (n=233) R6 (n=280)

＜過去調査との⽐較＞ 
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問２８ 松江市では、「水の都」と「城下町」の持続可能な発展を目指した取組みを進めていると

ころですが、あなたにとって、「宍道湖」「中海」「日本海」は身近に感じる対象ですか。

「宍道湖」「中海」「日本海」のそれぞれについて、当てはまるものを選択肢の中からひ

とつだけ選び、その番号に○印を付けてください。 R6 新規設問 

「とても身近に感じる」または「まあまあ身近に感じる」と回答した人の割合は、宍道湖が 91.7％、
中海が 59.6％、日本海が 70.8％であった。 

年代別に見ると、宍道湖、中海、日本海のいずれも、年代が上がるにつれて「とても身近に感じ
る」・「まあまあ身近に感じる」の回答が増加する傾向が見られる。 
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あまり身近に感じていない まったく身近に感じていない

(n=) 

＜年代別＞ 

【宍道湖】 
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＜年代別＞ 

【中海】 
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＜年代別＞ 

【日本海】 
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問２９ 松江市の現状に対する印象として、あなたの印象に最も近いものをひとつずつ選び、該

当するアルファベットに○印を付けてください。また、今後のまちづくりにおいて、特

に重要だと思うものを分野ごとに最大２つまで選び、その番号を所定の枠内に記入して

ください。 

＜満足度＞ 
満足度について、過去実施時のアンケート同様、「満足」（10 点）、概ね満足（5 点）、あまり満足し

ていない（−5 点）、全く満足していない（−10 点）、分からない（0 点）として加重平均値を算出し、
得点とした。 

 
55 項目の満足度は-3.40 から 4.45 の間に分布し、平均 0.63 となった。 
分野別に見ると、どだいづくりの分野が高く、しごとづくりの分野が低くなっている。 
満足度の高い項目は、1 位が「上下水道整備」、2 位が「ごみ処理、減量化、リサイクル」、3 位が

「消防、救急」となっている。 
満足度の低い項目は、55 位が「商店街等の賑わい」、54 位が「中心市街地の賑わい」、53 位が

「公共交通の利便性」となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
  

特に不満
はなく、満
足している

多少の不
満はある
が、概ね
満足して

いる

不満があ
り、あまり
満足して
いない

かなり不
満があり、
全く満足
していない

分からな
い

Ⅰ しごとづくり
産 業 振 興 、 起 業 ・ 創 業

企業誘致の取組み(1,177) 5.9% 15.2% 17.3% 8.3% 53.2% -0.34
起業・創業支援の取組み(1,170) 4.7% 10.9% 13.3% 4.4% 66.7% -0.10
雇用の場・雇用の機会の状況(1,174) 5.6% 16.1% 19.8% 8.4% 50.0% -0.47
多様な働き方に対する環境整備の状況(1,172) 5.9% 14.0% 18.5% 8.8% 52.8% -0.52

商店街活性化
中心市街地の賑わいの状況(1,198) 5.3% 16.8% 33.6% 22.5% 21.8% -2.57
商店街等の賑わいの状況(1,199) 3.6% 12.0% 31.8% 27.7% 24.9% -3.40

農林⽔産業振興
農林業振興の取組み(1,181) 4.3% 10.2% 13.5% 8.5% 63.5% -0.58
水産業振興の取組み(1,180) 4.9% 11.3% 11.7% 7.1% 65.0% -0.24
地産地消の取組み(1,189) 10.3% 21.9% 12.9% 6.3% 48.7% 0.85

観光振興
観光振興の取組み(1,187) 11.7% 28.2% 17.8% 10.1% 32.2% 0.68

Ⅱ ひとづくり
ワーク・ライフ・バランス、子育て支援

子育て支援の取組み(1,178) 9.4% 25.3% 11.9% 5.6% 47.8% 1.05
幼稚園など就学前教育環境の状況(1,171) 10.5% 22.5% 8.6% 5.2% 53.1% 1.23

教育
学⼒向上対策の推進状況(1,166) 3.2% 13.2% 17.4% 6.9% 59.3% -0.59
ふるさと教育、キャリア教育の推進状況(1,169) 4.4% 13.0% 13.2% 5.5% 64.0% -0.12
学校施設・設備の整備状況(1,169) 7.1% 19.6% 15.4% 7.7% 50.2% 0.15

満足度
得点
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特に不満
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満足して

いる

不満があ
り、あまり
満足して
いない

かなり不
満があり、
全く満足
していない

分からな
い

共生社会・地域コミュニティ
障がい者（児）が安心して暮らせる環境(1,167) 4.9% 16.6% 15.1% 8.6% 54.8% -0.29
高齢者が安心して暮らせる環境(1,186) 6.7% 23.4% 25.2% 12.4% 32.2% -0.65
みんなで助け合う地域の福祉活動の状況(1,176) 6.0% 24.7% 17.9% 7.5% 43.9% 0.19
生涯学習への取り組みやすさ(1,160) 5.7% 19.1% 12.7% 5.8% 56.8% 0.31
公⺠館や図書館等の使いやすさ(1,176) 20.1% 31.0% 12.7% 6.1% 30.2% 2.31
国際交流に対する取組み状況(1,161) 5.9% 13.1% 8.6% 4.1% 68.3% 0.40
住⺠やNPO 等による地域活動の状況(1,162) 5.7% 15.0% 8.1% 4.3% 67.0% 0.48
地域や人とのつながりの深さ(1,174) 13.8% 28.8% 15.9% 6.9% 34.6% 1.33
若者世代が意⾒を言いやすい状況(1,167) 5.2% 13.2% 19.5% 10.2% 51.9% -0.81
人権意識の向上のための取組み(1,157) 4.9% 14.7% 11.5% 6.2% 62.7% 0.03
男⼥共同参画・⼥性活躍の取組み(1,160) 5.6% 15.0% 14.6% 8.0% 56.8% -0.22
住⺠と⾏政による共創のまちづくりの状況(1,155) 5.0% 12.5% 15.0% 8.7% 58.9% -0.49

Ⅲ つながりづくり
歴史・伝統・文化・芸術

文化財の保護・活用の状況(1,166) 21.4% 28.9% 7.4% 2.7% 39.7% 2.95
歴史・文化・芸術への親しみやすさ(1,161) 19.5% 34.6% 8.8% 3.4% 33.8% 2.90

スポーツ
スポーツへの取り組みやすさ(1,161) 12.0% 24.3% 14.7% 6.3% 42.7% 1.05

Ⅳ どだいづくり
健康・医療

健康づくりに対する取組み(1,163) 17.1% 34.7% 12.2% 4.1% 31.8% 2.42
医療体制・医療サービスの状況(1,173) 19.8% 41.2% 16.5% 6.0% 16.5% 2.61

自然・環境
ごみ処理や減量化、リサイクルの状況(1,166) 26.4% 40.1% 9.1% 3.2% 21.2% 3.88
省エネやクリーンエネルギーの活用状況(1,155) 11.0% 20.1% 11.6% 5.5% 51.8% 0.97
自然環境の保全・活用状況(1,154) 9.2% 21.7% 12.8% 5.0% 51.3% 0.86

都市デザイン（⽔辺・公共交通）
市内の道路の整備状況(1,170) 7.8% 29.4% 32.1% 18.5% 12.2% -1.21
公共交通（バス・鉄道）の利用しやすさ(1,169) 6.7% 22.5% 28.0% 25.6% 17.3% -2.16
公共施設の利用しやすさ(1,159) 10.8% 36.5% 19.1% 11.9% 21.7% 0.76
水辺に親しむことができる環境(1,155) 13.2% 28.0% 17.1% 9.0% 32.8% 0.96

都市デザイン（まちなみ・公園）
日常的な買い物の利便性(1,174) 23.3% 38.8% 18.1% 12.3% 7.5% 2.13
公園や広場等の環境(1,161) 13.3% 33.6% 22.4% 11.7% 19.0% 0.71
まちの景観の整備状況(1,161) 14.6% 38.3% 20.4% 9.2% 17.5% 1.43

安心・安全、社会資本整備
インターネット環境の整備状況(1,153) 17.1% 27.8% 14.1% 8.9% 32.2% 1.50
住宅整備や公共住宅など居住環境の状況(1,146) 12.8% 25.8% 12.0% 7.4% 42.0% 1.23
上下水道の整備状況(1,169) 35.7% 35.1% 8.6% 4.4% 16.3% 4.45
道路等の渋滞の状況(1,157) 9.4% 36.6% 26.5% 14.7% 12.7% -0.02
災害に強い基盤の整備状況(1,154) 7.6% 22.8% 23.9% 15.5% 30.2% -0.84
地域の防災組織や防災活動の状況(1,153) 11.1% 22.7% 12.7% 7.5% 46.1% 0.87
消防や救急に関する取組み(1,161) 23.7% 29.1% 8.1% 3.4% 35.7% 3.08
地元の消防団の活動状況(1,154) 16.6% 17.8% 5.2% 3.1% 57.3% 1.98
防犯に関する取組み(1,147) 11.9% 26.5% 11.9% 5.9% 43.8% 1.32
歩道の整備状況(1,155) 8.3% 28.8% 29.4% 18.1% 15.3% -1.01
交通安全の取組み(1,156) 13.8% 34.3% 18.0% 7.6% 26.3% 1.43

⾏財政改⾰、スマート自治体
市役所への相談のしやすさ(1,165) 17.6% 25.8% 12.1% 6.9% 37.7% 1.76
松江市役所「伺います係」の取組み(1,159) 8.2% 10.1% 3.1% 4.1% 74.5% 0.75

満足度
得点
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＜過去調査との⽐較＞ 

H27 R2 R6 増減
(R6-R2)

Ⅰ しごとづくり
産 業 振 興 、 起 業 ・ 創 業

企業誘致の取組み -1.77 -1.70 -0.34 1.36
起業・創業支援の取組み -1.00 -0.93 -0.10 0.83
雇用の場・雇用の機会の状況 -2.19 -1.54 -0.47 1.07
多様な働き方に対する環境整備の状況 - -1.60 -0.52 1.08

商店街活性化
中心市街地の賑わいの状況 -0.60 -0.43 -2.57 -2.14
商店街等の賑わいの状況 -2.81 -2.67 -3.40 -0.73

農林⽔産業振興
農林業振興の取組み -1.26 -0.25 -0.58 -0.33
水産業振興の取組み -0.74 -0.02 -0.24 -0.22
地産地消の取組み 0.47 0.98 0.85 -0.13

観光振興
観光振興の取組み 1.76 1.46 0.68 -0.78

Ⅱ ひとづくり
ワーク・ライフ・バランス、子育て支援

子育て支援の取組み 1.01 1.46 1.05 -0.41
幼稚園など就学前教育環境の状況 1.93 2.08 1.23 -0.85

教育
学⼒向上対策の推進状況 1.79 0.16 -0.59 -0.75
ふるさと教育、キャリア教育の推進状況 - 0.70 -0.12 -0.82
学校施設・設備の整備状況 1.78 1.29 0.15 -1.14

共生社会・地域コミュニティ
障がい者（児）が安心して暮らせる環境 0.68 0.50 -0.29 -0.79
高齢者が安心して暮らせる環境 0.65 0.73 -0.65 -1.38
みんなで助け合う地域の福祉活動の状況 1.31 1.19 0.19 -1.00
生涯学習への取り組みやすさ 1.28 0.99 0.31 -0.68
公⺠館や図書館等の使いやすさ 2.25 2.35 2.31 -0.04
国際交流に対する取組み状況 0.77 0.53 0.40 -0.13
住⺠やNPO 等による地域活動の状況 1.11 1.31 0.48 -0.83
地域や人とのつながりの深さ - 2.46 1.33 -1.13
若者世代が意⾒を言いやすい状況 - -0.94 -0.81 0.13
人権意識の向上のための取組み 1.41 0.51 0.03 -0.48
男⼥共同参画・⼥性活躍の取組み 0.86 0.59 -0.22 -0.81
住⺠と⾏政による共創のまちづくりの状況 0.08 -0.30 -0.49 -0.19

Ⅲ つながりづくり
歴史・伝統・文化・芸術

文化財の保護・活用の状況 2.21 2.26 2.95 0.69
歴史・文化・芸術への親しみやすさ 2.66 2.57 2.90 0.33

スポーツ
スポーツへの取り組みやすさ 1.40 1.71 1.05 -0.66
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H27 R2 R6 増減
(R6-R2)

Ⅳ どだいづくり
健康・医療

健康づくりに対する取組み 3.13 3.21 2.42 -0.79
医療体制・医療サービスの状況 2.68 3.08 2.61 -0.47

自然・環境
ごみ処理や減量化、リサイクルの状況 5.77 4.77 3.88 -0.89
省エネやクリーンエネルギーの活用状況 2.09 1.35 0.97 -0.38
自然環境の保全・活用状況 2.05 2.14 0.86 -1.28

都市デザイン（⽔辺・公共交通）
市内の道路の整備状況 2.38 1.80 -1.21 -3.01
公共交通（バス・鉄道）の利用しやすさ -0.57 -0.52 -2.16 -1.64
公共施設の利用しやすさ 1.98 2.41 0.76 -1.65
水辺に親しむことができる環境 1.59 1.86 0.96 -0.90

都市デザイン（まちなみ・公園）
日常的な買い物の利便性 4.18 3.65 2.13 -1.52
公園や広場等の環境 1.44 1.26 0.71 -0.55
まちの景観の整備状況 2.92 2.86 1.43 -1.43

安心・安全、社会資本整備
インターネット環境の整備状況 3.08 2.15 1.50 -0.65
住宅整備や公共住宅など居住環境の状況 1.53 2.13 1.23 -0.90
上下水道の整備状況 5.37 5.16 4.45 -0.71
道路等の渋滞の状況 - 0.37 -0.02 -0.39
災害に強い基盤の整備状況 1.57 0.46 -0.84 -1.30
地域の防災組織や防災活動の状況 1.64 1.71 0.87 -0.84
消防や救急に関する取組み 3.72 3.45 3.08 -0.37
地元の消防団の活動状況 - 2.52 1.98 -0.54
防犯に関する取組み 1.71 1.60 1.32 -0.28
歩道の整備状況 -1.62 -0.35 -1.01 -0.66
交通安全の取組み 0.42 2.49 1.43 -1.06

⾏財政改⾰、スマート自治体
市役所への相談のしやすさ - 1.16 1.76 0.60
松江市役所「伺います係」の取組み 1.67 0.92 0.75 -0.17
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＜年代別＞ 

18〜
19歳

20〜
29歳

30〜
39歳

40〜
49歳

50〜
59歳

60〜
69歳

70歳
以上

Ⅰ しごとづくり
産 業 振 興 、 起 業 ・ 創 業

企業誘致の取組み 1.00 0.18 -0.48 -0.35 -0.17 -0.51 -0.61
起業・創業支援の取組み 1.00 0.37 -0.16 -0.05 -0.33 -0.03 -0.31
雇用の場・雇用の機会の状況 0.38 0.88 -0.48 -0.35 -0.80 -0.92 -0.67
多様な働き方に対する環境整備の状況 0.63 0.26 -1.59 -0.43 -0.63 -0.33 -0.57

商店街活性化
中心市街地の賑わいの状況 2.13 0.00 -1.61 -2.08 -3.71 -3.79 -3.52
商店街等の賑わいの状況 0.61 -1.57 -3.28 -2.72 -4.35 -4.16 -4.12

農林⽔産業振興
農林業振興の取組み 1.46 0.48 -0.44 -0.46 -0.47 -0.98 -1.32
水産業振興の取組み 1.34 1.03 0.16 0.16 -0.47 -0.68 -1.01
地産地消の取組み 2.20 1.76 1.27 1.64 1.52 0.56 -0.55

観光振興
観光振興の取組み 1.95 1.99 0.90 1.24 0.20 0.12 0.16

Ⅱ ひとづくり
ワーク・ライフ・バランス、子育て支援

子育て支援の取組み 0.88 0.59 1.40 1.58 1.24 0.50 1.06
幼稚園など就学前教育環境の状況 1.75 0.96 1.56 2.06 1.08 0.20 1.34

教育
学⼒向上対策の推進状況 0.88 -0.22 -0.20 -1.05 -1.13 -0.88 -0.30
ふるさと教育、キャリア教育の推進状況 2.63 -0.18 0.04 -0.08 -0.30 -0.09 -0.39
学校施設・設備の整備状況 3.13 0.74 -0.36 0.49 -0.38 -0.35 0.18

共生社会・地域コミュニティ
障がい者（児）が安心して暮らせる環境 1.75 0.56 0.24 -0.11 -0.40 -0.94 -0.81
高齢者が安心して暮らせる環境 2.14 0.70 -0.16 -0.25 -1.04 -1.88 -1.03
みんなで助け合う地域の福祉活動の状況 2.56 0.82 0.36 0.36 -0.15 -0.35 -0.02
生涯学習への取り組みやすさ 1.46 0.67 -0.56 0.45 0.38 0.33 0.21
公⺠館や図書館等の使いやすさ 4.29 3.67 2.88 2.32 2.28 1.86 1.58
国際交流に対する取組み状況 1.15 1.20 0.12 0.22 0.65 0.50 -0.07
住⺠やNPO 等による地域活動の状況 1.63 1.24 0.08 0.47 0.43 0.30 0.32
地域や人とのつながりの深さ 3.75 2.30 1.04 1.72 0.58 0.98 1.20
若者世代が意⾒を言いやすい状況 0.24 -0.96 -1.46 -0.67 -1.17 -0.77 -0.53
人権意識の向上のための取組み 1.92 0.34 0.04 -0.11 0.50 -0.18 -0.41
男⼥共同参画・⼥性活躍の取組み 1.15 0.68 -0.77 -0.59 0.00 -0.30 -0.48
住⺠と⾏政による共創のまちづくりの状況 1.54 0.61 -0.77 -0.34 -0.58 -1.04 -0.83

各年代の上位 5 位を緑、下位 5 位を赤に着色
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18〜
19歳

20〜
29歳

30〜
39歳

40〜
49歳

50〜
59歳

60〜
69歳

70歳
以上

Ⅲ つながりづくり
歴史・伝統・文化・芸術

文化財の保護・活用の状況 4.36 4.43 3.02 3.51 3.03 2.41 2.13
歴史・文化・芸術への親しみやすさ 4.36 4.09 2.79 3.40 3.10 2.60 2.12

スポーツ
スポーツへの取り組みやすさ 2.69 1.43 0.97 1.40 1.27 0.74 0.63

Ⅳ どだいづくり
健康・医療

健康づくりに対する取組み 3.85 2.81 1.69 2.24 2.30 1.62 3.07
医療体制・医療サービスの状況 4.10 3.73 2.22 2.20 1.49 2.21 3.34

自然・環境
ごみ処理や減量化、リサイクルの状況 2.18 2.85 3.19 3.55 3.54 4.97 4.67
省エネやクリーンエネルギーの活用状況 1.05 1.97 1.37 1.49 0.38 0.89 0.54
自然環境の保全・活用状況 1.84 1.94 1.05 1.21 0.73 0.85 0.13

都市デザイン（⽔辺・公共交通）
市内の道路の整備状況 2.89 0.19 -1.04 -1.31 -1.68 -2.11 -1.45
公共交通（バス・鉄道）の利用しやすさ 2.76 -1.21 -2.16 -2.01 -3.01 -3.08 -2.15
公共施設の利用しやすさ 3.82 2.05 0.68 0.92 0.15 0.88 0.23
水辺に親しむことができる環境 3.82 2.60 1.16 1.45 0.23 0.74 0.24

都市デザイン（まちなみ・公園）
日常的な買い物の利便性 4.47 2.88 2.12 2.39 1.80 2.49 1.54
公園や広場等の環境 3.29 1.29 -0.32 0.14 1.26 0.50 0.74
まちの景観の整備状況 4.21 2.63 2.40 1.89 1.31 0.84 0.46

安心・安全、社会資本整備
インターネット環境の整備状況 4.21 2.06 1.37 0.65 1.67 2.23 1.00
住宅整備や公共住宅など居住環境の状況 4.73 2.75 0.93 1.26 1.19 0.63 0.67
上下水道の整備状況 4.47 4.96 4.35 4.11 4.24 4.44 4.58
道路等の渋滞の状況 3.24 0.92 -1.10 -0.80 -0.43 -0.71 0.75
災害に強い基盤の整備状況 3.03 1.12 -1.05 -1.03 -1.62 -1.22 -1.23
地域の防災組織や防災活動の状況 3.42 1.88 1.02 0.34 0.53 0.65 0.71
消防や救急に関する取組み 3.82 3.28 2.98 2.23 3.23 3.61 3.08
地元の消防団の活動状況 2.89 2.12 1.81 1.29 1.72 2.35 2.25
防犯に関する取組み 3.82 2.15 1.29 0.75 0.87 1.41 1.29
歩道の整備状況 3.55 1.08 -0.69 -1.20 -1.62 -2.41 -1.25
交通安全の取組み 5.00 2.13 1.81 1.14 1.01 1.56 1.02

⾏財政改⾰、スマート自治体
市役所への相談のしやすさ 1.71 1.19 1.18 1.22 0.99 2.49 2.60
松江市役所「伺います係」の取組み 2.11 0.46 -0.49 0.17 1.17 0.91 1.21



市⺠−55 

＜重要度＞ 
重要度については、各分野から重要だと思うものを最大 2 つまで選択する形式で、また、各分野

の項目数が大きく異なることを考慮し、分野ごとに以下式を用いて算出を行った。 

重要度得点 = 選択肢を選んだ人数 × 1 点
各分野の回答者数

× 各分野の項目数2  

しごとづくりの分野では、「中心市街地の賑わい」、ひとづくりの分野では「子育て支援」、つなが
りづくりの分野では「歴史・文化・芸術への親しみやすさ」、どだいづくりの分野では「公共交通
（バス・鉄道）の利便性」の重要度が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ⅰ しごとづくり
         産業振興、起業・創業
企業誘致の取組み 115.3
起業・創業支援の取組み 40.1
雇用の場・雇用の機会の状況 136.3
多様な働き方に対する環境整備の状況 112.7

商店街活性化
中心市街地の賑わいの状況 200.6
商店街等の賑わいの状況 100.0

農林⽔産業振興
農林業振興の取組み 44.6
水産業振興の取組み 16.6
地産地消の取組み 48.4

観光振興
観光振興の取組み 149.7

Ⅱ ひとづくり
ワーク・ライフ・バランス、子育て支援

子育て支援の取組み 327.1
幼稚園など就学前教育環境の状況 80.4

教育
学⼒向上対策の推進状況 133.6
ふるさと教育、キャリア教育の推進状況 56.6
学校施設・設備の整備状況 126.8

共生社会・地域コミュニティ
障がい者（児）が安心して暮らせる環境 81.5
高齢者が安心して暮らせる環境 258.1
みんなで助け合う地域の福祉活動の状況 105.3
生涯学習への取り組みやすさ 29.4
公⺠館や図書館等の使いやすさ 36.2
国際交流に対する取組み状況 7.9
住⺠やNPO 等による地域活動の状況 6.8
地域や人とのつながりの深さ 86.0
若者世代が意⾒を言いやすい状況 117.7
人権意識の向上のための取組み 24.9
男⼥共同参画・⼥性活躍の取組み 36.2
住⺠と⾏政による共創のまちづくりの状況 124.5

Ⅲ つながりづくり
歴史・伝統・文化・芸術

文化財の保護・活用の状況 75.6
歴史・文化・芸術への親しみやすさ 108.6

スポーツ
スポーツへの取り組みやすさ 84.2

重要度得点
Ⅳ どだいづくり
健康・医療

健康づくりに対する取組み 87.8
医療体制・医療サービスの状況 295.5

自然・環境
ごみ処理や減量化、リサイクルの状況 44.8
省エネやクリーンエネルギーの活用状況 46.6
自然環境の保全・活用状況 62.7

都市デザイン（⽔辺・公共交通）
市内の道路の整備状況 243.6
公共交通（バス・鉄道）の利用しやすさ 385.0
公共施設の利用しやすさ 53.7
水辺に親しむことができる環境 35.8

都市デザイン（まちなみ・公園）
日常的な買い物の利便性 166.5
公園や広場等の環境 94.9
まちの景観の整備状況 59.1

安心・安全、社会資本整備
インターネット環境の整備状況 55.5
住宅整備や公共住宅など居住環境の状況 32.2
上下水道の整備状況 23.3
道路等の渋滞の状況 118.2
災害に強い基盤の整備状況 252.5
地域の防災組織や防災活動の状況 30.4
消防や救急に関する取組み 17.9
地元の消防団の活動状況 9.0
防犯に関する取組み 35.8
歩道の整備状況 66.3
交通安全の取組み 25.1

⾏財政改⾰、スマート自治体
市役所への相談のしやすさ 82.4
松江市役所「伺います係」の取組み 55.5

重要度得点
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＜年代別＞ 各年代の上位 5 位を緑に着色
18〜
19歳

20〜
29歳

30〜
39歳

40〜
49歳

50〜
59歳

60〜
69歳

70歳
以上

Ⅰ しごとづくり
         産業振興、起業・創業
企業誘致の取組み 48.4 102.8 102.9 111.5 129.1 112.1 137.0
起業・創業支援の取組み 48.4 32.7 53.9 43.2 53.0 34.5 22.2
雇用の場・雇用の機会の状況 96.8 135.5 137.3 161.9 142.4 146.6 103.7
多様な働き方に対する環境整備の状況 129.0 163.6 186.3 115.1 102.6 73.3 55.6

商店街活性化
中心市街地の賑わいの状況 145.2 229.0 176.5 223.0 178.8 198.3 214.8
商店街等の賑わいの状況 129.0 107.5 78.4 82.7 92.7 129.3 107.4

農林⽔産業振興
農林業振興の取組み 0.0 18.7 58.8 32.4 49.7 51.7 66.7
水産業振興の取組み 32.3 4.7 4.9 7.2 29.8 21.6 18.5
地産地消の取組み 32.3 37.4 39.2 64.7 36.4 51.7 63.0

観光振興
観光振興の取組み 322.6 140.2 152.0 107.9 135.8 133.6 185.2

Ⅱ ひとづくり
ワーク・ライフ・バランス、子育て支援

子育て支援の取組み 368.3 416.7 488.3 340.0 263.8 347.7 176.5
幼稚園など就学前教育環境の状況 28.3 141.7 162.8 75.6 46.9 54.1 52.3

教育
学⼒向上対策の推進状況 170.0 108.3 153.7 170.0 170.0 61.8 104.6
ふるさと教育、キャリア教育の推進状況 56.7 58.3 36.2 63.0 64.5 61.8 52.3
学校施設・設備の整備状況 226.7 108.3 144.7 170.0 129.0 100.5 78.5

共生社会・地域コミュニティ
障がい者（児）が安心して暮らせる環境 56.7 83.3 54.3 69.3 99.7 85.0 91.5
高齢者が安心して暮らせる環境 141.7 66.7 153.7 201.5 263.8 378.6 457.7
みんなで助け合う地域の福祉活動の状況 141.7 116.7 63.3 100.7 93.8 115.9 130.8
生涯学習への取り組みやすさ 28.3 25.0 18.1 31.5 41.0 30.9 26.2
公⺠館や図書館等の使いやすさ 56.7 58.3 36.2 25.2 41.0 23.2 26.2
国際交流に対する取組み状況 28.3 8.3 9.0 12.6 11.7 0.0 0.0
住⺠やNPO 等による地域活動の状況 0.0 0.0 0.0 12.6 17.6 0.0 6.5
地域や人とのつながりの深さ 28.3 75.0 63.3 81.9 111.4 61.8 124.2
若者世代が意⾒を言いやすい状況 141.7 208.3 126.6 107.0 82.1 85.0 117.7
人権意識の向上のための取組み 0.0 16.7 18.1 18.9 17.6 46.4 32.7
男⼥共同参画・⼥性活躍の取組み 56.7 41.7 36.2 37.8 35.2 38.6 26.2
住⺠と⾏政による共創のまちづくりの状況 28.3 108.3 99.5 119.6 158.3 123.6 150.4
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18〜
19歳

20〜
29歳

30〜
39歳

40〜
49歳

50〜
59歳

60〜
69歳

70歳
以上

Ⅲ つながりづくり
歴史・伝統・文化・芸術

文化財の保護・活用の状況 96.4 91.2 79.3 77.3 68.7 58.7 72.2
歴史・文化・芸術への親しみやすさ 91.1 92.8 108.6 114.2 113.4 110.9 112.5

スポーツ
スポーツへの取り組みやすさ 96.4 77.3 93.1 79.6 87.0 88.0 79.2

Ⅳ どだいづくり
健康・医療

健康づくりに対する取組み 133.9 159.6 54.3 76.9 34.7 89.3 115.7
医療体制・医療サービスの状況 178.6 212.8 231.0 394.2 347.2 344.4 208.3

自然・環境
ごみ処理や減量化、リサイクルの状況 178.6 66.5 40.8 48.1 34.7 25.5 23.1
省エネやクリーンエネルギーの活用状況 44.6 53.2 40.8 38.5 69.4 25.5 46.3
自然環境の保全・活用状況 133.9 39.9 27.2 48.1 86.8 89.3 57.9

都市デザイン（⽔辺・公共交通）
市内の道路の整備状況 89.3 266.0 258.2 211.5 277.8 344.4 138.9
公共交通（バス・鉄道）の利用しやすさ 357.1 425.5 217.4 413.5 408.0 408.2 428.2
公共施設の利用しやすさ 133.9 53.2 81.5 67.3 60.8 12.8 11.6
水辺に親しむことができる環境 0.0 26.6 40.8 48.1 60.8 12.8 23.1

都市デザイン（まちなみ・公園）
日常的な買い物の利便性 312.5 159.6 217.4 115.4 199.7 102.0 173.6
公園や広場等の環境 133.9 66.5 244.6 115.4 52.1 51.0 57.9
まちの景観の整備状況 133.9 53.2 81.5 48.1 52.1 38.3 69.4

安心・安全、社会資本整備
インターネット環境の整備状況 44.6 93.1 67.9 86.5 52.1 12.8 23.1
住宅整備や公共住宅など居住環境の状況 44.6 39.9 54.3 19.2 43.4 12.8 23.1
上下水道の整備状況 0.0 13.3 27.2 48.1 8.7 25.5 23.1
道路等の渋滞の状況 89.3 146.3 217.4 144.2 86.8 63.8 69.4
災害に強い基盤の整備状況 223.2 172.9 285.3 192.3 260.4 280.6 335.6
地域の防災組織や防災活動の状況 0.0 13.3 27.2 38.5 34.7 25.5 46.3
消防や救急に関する取組み 0.0 26.6 0.0 19.2 17.4 12.8 34.7
地元の消防団の活動状況 0.0 0.0 0.0 0.0 17.4 12.8 23.1
防犯に関する取組み 44.6 26.6 0.0 57.7 26.0 38.3 57.9
歩道の整備状況 44.6 79.8 81.5 48.1 43.4 51.0 115.7
交通安全の取組み 44.6 66.5 13.6 28.8 17.4 0.0 23.1

⾏財政改⾰、スマート自治体
市役所への相談のしやすさ 0.0 39.9 81.5 57.7 69.4 165.8 115.7
松江市役所「伺います係」の取組み 0.0 26.6 54.3 48.1 17.4 76.5 138.9



市⺠−58 

＜ニーズマップ＞ 
重要度を縦軸に、満足度を横軸に取り、各項目の満足度・重要度の偏差値を散布図に落とし込

み、ニーズマップを作成している。 
基準値は、満足度・重要度それぞれの全項目の平均値（偏差値 50）とし、基準値より右上にいく

ほど、ニーズ（施策に対する改善要求度）が高いことを表している。 
 
●偏差値の算出方法 

偏差値＝（各項目の得点-平均値）×10／標準偏差＋50 
 

●ニーズマップの見方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重点改善分野 重要度は高く、満足度は低いため、優先的に解決していく必要がある分野 
改善分野 重要度は低いが、満足度を高めていく必要がある分野 
重点維持分野 重要度、満足度ともに高く、重点的に維持していく必要がある分野 
維持分野 重要度は低いが、満足度が高く、引き続き満足度を維持していく分野 
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満足度が低く重要度が高い重点改善分野には、「公共交通の利便性」、「市内道路整備」といった交
通に関する項目、「災害に強い基盤整備」、「道路の渋滞」といった社会資本整備に関する項目、「雇
用の場・機会の充実」、「企業誘致」といった産業振興に関する項目が多く含まれている。このほ
か、「学力向上対策推進」、「若者世代の活躍」、「共創のまちづくり」等も含まれている。 

満足度は高く重要度が高い重点維持分野には、「子育て支援」、「医療体制・医療サービス」、「日常
的な買い物の利便性」等が含まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

企業誘致

起業・創業支援

雇用の場・機会

多様な働き方

中心市街地の賑わい

商店街等の賑わい

農林業振興

水産業振興

地産地消

観光振興

子育て支援

幼稚園など就学前教育環境

学力向上対策推進

ふるさと教育、

キャリア教育推進

学校施設・設備の整備

障がい者（児）生活環境

高齢者生活環境

地域福祉活動

生涯学習機会

公民館や図書館等

国際交流

NPO 等地域活動

地域や人とのつながり

若者世代の活躍

人権意識の向上

男女共同参画・女性活躍

共創のまちづくり

文化財の保護・活用

歴史・文化・芸術環境

スポーツへに親しむ環境

健康づくり

医療体制・医療サービス

ごみ減量化、リサイクル

省エネやクリーンエネルギー

自然環境の保全・活用

市内道路整備

公共交通（バス・鉄道）利便性

公共施設利便性

親水環境

日常的な買い物の利便性

公園や広場等の環境

まちの景観整備

インターネット環境整備

住宅整備や公共住宅など居住環境

上下水道整備

道路等の渋滞

災害に強い基盤整備

地域の防災組織・活動

消防・救急

地元の消防団の活動

防犯

歩道整備

交通安全

行政サービス

松江市役所「伺います係」
30

40

50

60

70

80

90

20304050607080

重点改善分野重点維持分野 

維持分野 改善分野

重
要
度
偏
差
値 

重
要 

重
要
द
ऩ
ः 

満足度偏差値満足 不満



市⺠−60 

問３０ これからのまちづくりを進めるにあたり、普段感じていることや行政へのご意見等があ

りましたら自由にご記入ください。 

 
産業振興、起業・創業に関する意⾒ 20 件 

中心市街地・商店街活性化に関する意⾒ 26 件 

商業施設・娯楽施設に関する意⾒ 9 件 

農林水産業振興に関する意⾒ 1 件 

観光振興に関する意⾒ 32 件 

ワーク・ライフ・バランス、子育て支援に関する意⾒ 29 件 

教育・学校施設に関する意⾒ 14 件 

共生社会・地域コミュニティに関する意⾒ 23 件 

スポーツに関する意⾒ 4 件 

健康・医療に関する意⾒ 3 件 

自然・環境・エネルギーに関する意⾒ 15 件 

水辺・公共交通・公共施設に関する意⾒ 43 件 

買い物利便性・景観・公園に関する意⾒ 22 件 

安心・安全、社会資本整備に関する意⾒ 57 件 

⾏政サービス・財政に関する意⾒ 44 件 

その他の意⾒ 64 件 
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３．調査票 
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